
開催日時：2022年3月19日(土)・3月26日(土)
展示のみ期間中(3/19～3/26)毎日開催！*

講師：大内幸久氏(天童商工会議所課長補佐) 中島正晴氏(山形県将棋駒協同組合理事長)
松田道雄氏(尚絅学院大学教授)

「天童市が将棋駒の産地になった歴史とコマノミクス事業の展開」

会場：尚絅学院大学地域連携交流プラザ(イオンモール名取あおばコート３階）

オリジナル駒が作れます。
書きたい文字を添えて自分だけの将棋駒を

作ってみませんか？

高級駒を使用した将棋体験や
天童商工会議所と尚絅学院大学教授の松田道雄氏が

発案した「６６将棋」（ろくろくしょうぎ）を体験できます。

天童商工会議所コマノミクス事業展開と松田道雄氏(尚絅学院大学教授)
共同開発６６将棋紹介と開発の経緯
中島清吉商店の駒商品とコマノミクス商品
人間将棋のポスター展示
将棋の歴史と天童将棋駒の歴史
名人戦で使用された数十万円の駒！特別公開展示！
将棋から生まれたたくさんの商品・企画を紹介
阿留多伎眞人(尚絅学院大学教授)作、駒のピカボード展示

*尚絅学院大学地域連携交流プラザで開講している講座時間中は展示をご覧いただけない可能性がございます。予めご了承ください。



天童の将棋駒は、160年に及ぶその歴史の中で、生産規模をただ拡大
させただけでなく、地域全体の発展そのものとなってきました。
また、天童市では様々な将棋イベントを毎年開催し、将棋文化を
次世代に普及させています。

将棋駒生産日本一の天童を「将棋の聖地にする」を目標に
掲げられた、まちづくり事業です。
コマノミクス事業の「核」となったのが６６将棋。
６６将棋は6マス×6マスのミニ将棋で、自軍の一番手前の1列の
配置を1手ずつ自由に置くことができるのが最大の特徴です。

〈お申し込みフォーム〉

指す
将棋人口の拡大・タイトル戦誘致等
将棋を指すことの成長を目指す

作る
将棋駒の需要拡大
ブランドの確立を目指す

魅せる
将棋の聖地となる素材作り
将棋をモチーフにした新商品開発を目指す

〈舞鶴山で開催される人間将棋の様子〉

大内 久幸氏
天童商工会議所総務課課長補佐

天童商工会議所へ2002年入所。
2018年からコマノミクス事業を担
当。将棋は小学生から始めたもの
の挫折し、６６将棋へシフト。コ
マノミクス事業は2018年と2019年
に日本商工会議所地域力活用新事
業∞全国展開プロジェクトに採択

される。2020年からは天
童商工会議所独自事業
として継続しており現在
も推進中。

「将棋駒専門店の中島清吉商店」代
表。昭和36年1月3日に天童市生まれ、
高校まで天童市で育った。将棋駒で
有名な天童市で育ったというのもあ
り、小学校の頃から将棋には触れて
いた。大学は東京の大学に進学。

歴史が好きだったとい
うこともあり、考古学を
学んでいた。24歳のとき、
天童に戻り家業を継ぐ

ことになった。

中島 正晴氏
山形県将棋駒協同組合理事長

※下記以外にも、販売する予定です。
※表示中の金額はすべて税込金額となります。

松田道雄氏
尚絅学院大学教授

尚絅学院大学教授。社会部門所属。
山形県出身。研究分野は、生涯学習、
社会教育、地域づくり論。
将棋のまちづくりを進める天童商工
会議所とともに新たに開発したミニ
将棋「６６将棋」を活用した多面的

な商品開発とイベント
創出など各地域課題に
おけるコーディネート
の具体的展開を実践し
ている。
66将棋の腕前は

というと、、？？

※ご参加の際は大学の定める感染症対策にご協力いただきます。
※お申し込みが多数の場合は、受付期間内到着分の中から抽選とさせていただきます。
※新型コロナウイルス感染症の拡大状況により、内容変更・中止の場合があります。


